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災害拠点病院について

都道府県知事が指定。災害時に必要な医療を提供できる体制を持つ病院。災害時

に地域の中核となる医療機関であり、重症患者の受け入れや医療チームの派遣な

ど、災害医療において重要な役割を担う。

①救命医療: 重症・重篤患者の救命医療を行うための高度な診療機能

②広域医療搬送: 広範囲からの患者受け入れや、患者の広域搬送への対応

③医療救護班の派遣: 被災地への医療救護班の迅速な派遣

④地域の医療機関との連携: 地域の医療機関との連携による医療支援



災害拠点病院における災害訓練の意義

①災害対応能力の向上: 災害時の医療体制、手順、役割分担の確認と習熟

②連携強化: 院内外の関係機関との連携強化、情報共有の円滑化

③課題の洗い出しと改善: 訓練を通じて課題を洗い出し、改善策を検討

④職員の意識向上: 災害医療に対する職員の意識向上、責任感の醸成

⑤地域住民への安心感提供: 地域住民へ安心感を与える



北九州市
下関市の
災害拠点
病院

北九州市：9病院

京築：2病院

下関市：3病院



新小文字病院災害対策支援室：災害出動と災害訓練

2020年発足からこれまで

2020/3

2025/3

2023/3

2023/3 2024/3

2021/3 2022/3

2020年 7月
熊本豪雨 DMAT出
動

2024年 1月
令和6年能登半島地震 DMAT出動

2021年 3月
災害対策本部立ち上げ訓練

2020年 10月
計画停電

2025年 3月
大規模災害訓練

2025年 1月
エリア別エマルゴ訓練

2024年 11月
病棟垂直避難訓練

2024年 8月
災害対策本部立ち上げ
訓練

2024年 6月
サイバーテロ対策訓練
BCP作成

2024年 3月
大規模災害訓練

2023年 11月
病棟安否確認訓練
計画停電

2023年 12月
エアーストレッチャー講習

2022年 9月
災害対策本部立ち上げ訓練

2020年 5月
COVID19北九州市パンデミック
感染対策本部

2020年 4月
当院COVID19クラスター発生
感染対策本部設立・介入

2023年 2月
クロノロ訓練

2023年 7月
COVID19 BCP作成

2021年 9月
災害対策BCP作成

2023年 7月
令和5年7月豪雨 DMAT出
動

2024年 9月
令和6年9月能登半島豪雨
DMAT出動

2020年 8月〜2023年 1月
COVID19福岡県パンデミック
感染対策本部

2024年 12月
手術室訓練



令和6年度大規模災害訓練 概要

2025/3/1午後1時すぎ。国道3号線門司駅付近において観光バスが中央分離帯に乗

り上げ電柱に衝突したということで乗客から通報。A出動。車内には10名の乗員

乗客がおり、歩行できない患者は5名。

門司指揮隊、門司一小隊、門司西小隊、門司救急隊、松ヶ江救急隊が出動し現場

(新小文字病院第二駐車場に仮想)活動。

院内訓練としては上記事案の受け入れ。院内訓練上は患者数を拡大し重症から軽

症まで22名の患者受け入れ訓練とした



消防局活動



災害対策本部



トリアージエリア



赤エリア



黄緑エリア



今後の展望(野望)

休日に訓練のためだけにスタッフを集めて訓練

消防のパートから一貫して不確定要素だらけの訓練

保健所や行政との連携訓練

近隣病院や施設と連携した訓練

院内ミニ訓練の自動化
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